
防災マップ作成　　　　　　２～３

森里川海ミニフォーラム　　　　４

源流の日を記念日に登録　　　　５

吉野かわかみ社中包括協定　　　６

地域フォーラム　　　　　　　　７

平成28年３月10日発行

　最近、地震や災害などの天災による被害が各地で起こっています。村内

で災害が起こったら…。そんな時に自分たちはどう避難したらいいのか？

　現在、村では地区の皆さんの意見を取り入れた防災マップの作成を進め

ています。（詳細は２～３ページ）

もし、村で災害が起こったら…もし、村で災害が起こったら…
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○
土
砂
災
害
に
つ
い
て
…

　
ま
ず
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
先
立
っ

て
、
奈
良
県
砂
防
・
対
策
室
漕こ

ぎ

江え

係
長

よ
り
「
土
砂
災
害
へ
の
備
え
」
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
土
砂
災
害
に
備
え
る
た

め
に
は
、
ま
ず
災
害
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
土
砂
災
害
に
は
「
土

石
流
」「
が
け
崩
れ
」「
地
す
べ
り
」
の

種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
い

て
特
徴
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
川
上
村
に
も
大
き
な
災
害
を
も

た
ら
し
た
平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水

害
で
発
生
し
た
「
深
層
崩
壊
」
に
つ
い

て
、
被
害
状
況
や
被
災
写
真
等
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

自
分
た
ち
で
作
ろ
う
！

地
域
の
防
災
マ
ッ
プ

〜
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
地
元
の
こ
こ
が
危
な
い
！
〜

は
、「
危
険
個
所
を
確
認
す
る
」「
避
難

行
動
を
確
認
す
る
」
「
緊
急
時
の
行
動

を
確
認
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
す
。
災

害
の
起
こ
り
そ
う
な
時
や
災
害
が
発
生

し
た
時
の
避
難
場
所
や
避
難
路
、
避
難

行
動
等
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
高
原
地
区
を
３
つ
の
地
域

に
分
け
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
防
災
マ
ッ

プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し

た
。

土砂災害について説明する漕江係長

多くの方が説明会に関心を持ち集まりました

　
２
月
６
日
に
高
原
多
目
的
集
会
所
に
て
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
高
原
区
民
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、村
が
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

奈
良
県
の
協
力
の
も
と
、
奈
良
県
砂
防
・
災
害
対
策
課
、
吉
野
土
木
事
務
所
、
役

場
、
高
原
区
が
一
緒
に
な
っ
て
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

　
　
　
　
　
マ
ッ
プ
づ
く
り

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
地
元
の
司
会
進

行
で
10
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
１

　
準
備
し
た
大
き
な
地
図
に
、
自
分
の

家
や
記
載
さ
れ
て
い
な
い
道
路
、
川
な

ど
を
記
入
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２

　
避
難
所
と
避
難
路
を
記
入
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３

　
防
災
資
源
と
し
て
、
防
災
倉
庫
の
位

置
や
倉
庫
に
入
っ
て
い
る
備
蓄
品
の
確

認
を
す
る
な
ど
、
水
道
施
設
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
確
認
し
、
記
入
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
４

　
地
域
の
助
け
合
い
と
し
て
、
一
人
で

は
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
や

障
害
者
へ
の
支
援
方
法
を
考
え
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
５

　
地
域
の
危
険
個
所
の
確
認
。
奈
良
県

で
指
定
さ
れ
て
い
る
土
砂
災
害
危
険
個

所
（
警
戒
区
域
）
を
記
入
し
ま
す
。
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ワークショップを行うとさまざまな書き込みがあり、情報が充実しました

　
最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
話
し
合

い
の
結
果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表

の
中
で
は
、
「
大
雨
で
水
路
か
ら
水
が

あ
ふ
れ
て
危
な
い
の
で
早
め
の
避
難
が

必
要
」
「
夜
間
の
避
難
は
足
元
が
危
な

い
の
で
明
る
い
間
に
避
難
す
る
」
「
避

難
所
が
遠
い
場
合
は
自
分
の
家
よ
り
安

全
な
近
所
の
家
に
自
主
避
難
さ
せ
て
も

ら
う
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
地
域
の
み

ん
な
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
、
防
災
意
識
の
向
上
、
危
険

個
所
の
再
確
認
や
新
た
な
発
見
な
ど
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
す
べ
て
の
地
区
で
防
災
マ
ッ

プ
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
て
現
実
に

沿
っ
た
村
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
税
務
課
（
防
災
係
）

℡

５
２
・
０
１
１
１

ス
テ
ッ
プ
６

　
奈
良
県
の
資
料
を
も
と
に
、
深
層
崩

壊
の
跡
地
や
情
報
を
記
入
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
７

　
地
域
で
気
に
な
っ
て
い
る
危
険
個

所
、
昔
か
ら
言
い
伝
え
の
あ
る
危
険
個

所
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
危
険
個
所

等
を
記
入
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
８

　
ス
テ
ッ
プ
１
か
ら
７
ま
で
を
通
し
で

地
図
に
危
険
個
所
等
の
情
報
が
反
映
で

き
ま
し
た
。

　
次
に
、
こ
の
地
図
を
見
な
が
ら
各
地

区
で
起
こ
り
う
る
災
害
、
災
害
時
の
状

況
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
９

　
災
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
大
雨
が
降
っ
た
場
合
想
定
の
避

難
路
は
安
全
か
、
夜
間
や
豪
雨
の
中
で

の
避
難
は
出
来
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ

　
災
害
時
に
地
域
で
の
役
割
分
担
、
家

庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

ポイントポイント
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和
歌
山
市
と
の
交
流
事
業
と
連
携
開
催

　
２
月
８
日
（
月
）
、
森
と
水
の
源
流

館
に
て
、
環
境
省
主
催
に
よ
る
「
つ

な
げ
よ
う
支
え
よ
う
森
里
川
海
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
川
上
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
和
歌
山
市
と
川

上
村
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
住

民
間
の
交
流
促
進
事
業
が
、
こ
の
森
里

川
海
の
先
進
事
例
と
し
て
環
境
省
よ
り

注
目
さ
れ
、
今
回
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「自然の恵みを繋いでいくために、自分ができ
ることは？」などグループ討論も活発でした。

　昨年12月、山口県防府市より松浦正人市

長が川上村を訪れました。実は防府市もミ

ニフォーラムを12月にリレー開催している

森里川海の同志でもあります。

　松浦市長は全国市長会相談役、教育再生

首長会議会長、内閣官房「そうだ地方で暮

らそう」国民会議委員を務められるなど、

全国区でご活躍の首長で、栗山村長と熱い

地域づくり談議が交わされました。

　出会いのきっかけは、かつて川上村にモ

ンゴル国立馬頭琴交響楽団を招いてくれた

佐藤紀子女史が松浦市長と同級生である繋

がりからでした。人の和（輪）の広まり

に、また希望も膨らむ思いです。

松浦防府市長 来村

　
続
く
事
例
発
表
で
は
、
松
本
利
子
氏

（
川
上
村
商
工
会
女
性
部
）
に
よ
る
「
ひ

と
つ
の
雫
、
思
い
を
集
め
て
元
気
な
村

に
」
と
題
し
て
の
活
動
報
告
や
、
平
嶋

健
太
郎
氏（
和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館
）

に
よ
る
「
吉
野
・
熊
野
と
黒
潮
、
水
が

つ
な
ぐ
生
き
も
の
た
ち
」
と
題
し
て
の

研
究
レ
ポ
ー
ト
、
ま
た
、
尾
上
忠
大
氏

（
公
益
財
団
法
人
吉
野
川
紀
の
川
源
流

物
語
事
務
局
長
）
に
よ
る
「
流
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
（
協
働
取
組

の
試
行
か
ら
）」
と
題
し
て
の
流
域
連

携
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
意

見
交
換
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
環
境
保

全
に
つ
い
て
身
近
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
和
歌
山
市
生
活
排
水
対
策

指
導
員
（
田
畑
み
き
子
会
長
）
の
皆
さ

ん
や
、
川
上
村
商
工
会
女
性
部
（
玉
井

博
子
部
長
）
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
川
上

村
環
境
審
議
会
新
田
公
子
委
員
を
は
じ

め
、
村
内
外
か
ら
環
境
保
全
に
関
心
の

高
い
約
50
名
の
参
加
者
で
満
席
と
な

り
、
今
回
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し

て
、
よ
り
上
下
流
の
交
流
が
深
ま
り
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務

所
よ
り
秀
田
智
彦
所
長
に
よ
る
主
催
者

挨
拶
や
同
省
担
当
者
に
よ
る
森
里
川
海

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
に
続
き
、
栗
山

村
長
が
共
催
と
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

防府市の広報に松浦市長と栗山村長の
対談記事が掲載されました。

　
環
境
省
に
よ
る
取
り
組
み
で
、
森

里
川
海
の
恵
み
を
持
続
可
能
な
形
で

将
来
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
安
全

で
豊
か
な
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

国
民
全
体
に
森
里
川
海
へ
の
理
解
と

共
感
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
全
国

約
50
ヶ
所
で
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
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ク
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２
月
14
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
北
和
田
）
の
和
室
に
て
新
春
将
棋
大

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
大
人
３
名
、
子
ど
も
５
名

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

【
大
人
の
部
】

優
　
勝

　
山
﨑

　
勝
洋
（

　
迫

　
）

準
優
勝

　
春
増

　
公
文
（
枌

　
尾
）

３
　
位

　
前

　
　
浩
輔
（
中
学
校
）

【
こ
ど
も
の
部
】

優
　
勝

　
松
本

　
　
陸
（
大

　
滝
）

準
優
勝

　
弓
場

　
渓
介
（
中

　
奥
）

３
　
位

　
松
本

　
　
崚
（
大

　
滝
）

か
け
に
な
れ
ば
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
記
念
品
は
書
道
家
の
土
井
一

成
氏
（
大
迫
）
が
「
源
流
」
の
文
字
を

彫
っ
た
木
を
額
装
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
村
で
は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
御
臨
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
「
第
34
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
～
や
ま
と
～
」
の

開
催
日
で
あ
る
11
月
16
日
を
毎
年
記
念

日
と
す
る
条
例
を
制
定
。

　
命
名
者
の
下
西
ユ
リ
ア
さ
ん
は
、
結

婚
を
機
に
川
上
村
に
移
住
し
て
約
３

年
。
故
郷
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
飲
料

水
を
買
う
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
川
上

村
の
水
の
き
れ
い
さ
や
、
水
道
水
が
そ

の
ま
ま
飲
め
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た

そ
う
で
す
。
「
村
の
き
れ
い
な
森
と
水

に
感
謝
し
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命

だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
記
念
日
の
制
定
を
受
け
、
栗
山
村
長

は
、「
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、

山
と
森
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

新
春

将
棋
大
会
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・
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・
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「
源
流
の
日
」
を
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
！

源流の日登録証贈呈された源流の文字

真剣な眼差しで次の一手を考えます

　
川
上
村
が
条
例
で
制
定
し
た
「
源
流
の
日
」（
11
月
16
日
）
が
、
日
本
記
念
日

協
会
に
登
録
さ
れ
、
同
協
会
か
ら
記
念
日
登
録
証
が
届
き
ま
し
た
。
ま
た
２
月
４

日
に
は
、
記
念
日
の
命
名
者
で
あ
る
下
西
ユ
リ
ア
さ
ん
（
入
之
波
）
に
、
村
よ
り

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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２
月
５
日
に
、
川
上
村
役
場
第
一
会

議
室
に
お
い
て
、
吉
野
か
わ
か
み
社
中

と
南
都
銀
行
が
包
括
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
吉
野

林
業
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
、
同
行
に
お
い
て
も
林
業
団
体
と
の

協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

　
２
月
５
日
に
、
金
剛
寺
（
神
之
谷
）

に
て
第
５
５
９
回
「
朝
拝
式
」
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
長
年
に

わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
受

け
、
平
成
22
年
に
村
民
俗
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
村
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く

の
参
加
者
が
見
守
る
中
、
各
大
事
を
代

表
す
る
出
仕
人
な
ど
に
よ
り
粛
々
と
式

が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
「
林
業
技
術
の

継
承
に
よ
る
持
続
可
能
な
森
林
づ
く

り
」、「
村
産
材
の
一
貫
供
給
体
制
に
よ

る
六
次
産
業
化
の
実
現
」、「
情
報
拠
点

の
構
築
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
は
、
金
融
機
関
の
知
見
や
情
報

な
ど
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、
吉
野
材

を
使
っ
た
家
具
な
ど
新
た
な
商
品
の
開

発
や
、
異
業
種
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
海

外
へ
の
販
売
開
拓
な
ど
を
進
め
、
村
産

材
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

な
ど
の
「
自
天
皇
神
社
前

の
儀
」
が
行
わ
れ
、
次
に
御
朝
拝
式
場

で
「
御
朝
拝
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
宝
物
殿
の
扉
が
開
か

れ
る
と
、
賀よ

詞ご
と

奏そ
う

上
じ
ょ
う

が
詠
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
場
所
を
変
え
、
「
御
陵
参
拝
の
儀
」

「
朝
拝
の
儀
」
を
終
え
、
式
典
は
つ
つ

が
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
式
典
終
了
後
に
歴
史
を
語

る
会
の
方
が
「
あ
あ
後
南
朝
」
と
い
う

歌
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

協定後に握手する
（左から）栗山村長、下西代表、橋本頭取、中南部長

第559回 各大字出仕人の方々

協定書にサインする下西代表と橋本頭取

歌を奉納する歴史を語る会の皆さん

後
南
朝
の
皇
族
を
し
の
ぶ

「
朝

拝

式
」

発
信
力
の
強
化
へ
！
新
た
な
取
り
組
み
！

吉
野
か
わ
か
み
社
中
と
南
都
銀
行
が
連
携
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【
健
康
・
医
療
・
介
護
】

　
川
上
村
で
は
、
「
健
康
で
元
気
な
暮

ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
」
を

重
点
施
策
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
健

康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
分
析
し
、
年
を
重
ね
て

も
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
ら
く
ら
く

元
気
塾
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
な
に
よ
り
、
本
村
は
高
齢
化
率
が
非

常
に
高
い
数
値
（
56
・
９
％
）
で
あ
り自宅でも簡単に出来る運動

高齢者への施策について語る栗山村長

ま
す
が
、
介
護
の
認
定
率
は
低
く
（
17

％
）
な
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
高
齢
者
に
は
、
ま
だ
ま
だ
村

づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
村
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
教
育
】

　
現
在
、
村
の
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

の
数
は
52
名
（
中
学
生
14
名
、
小
学
生

24
名
、保
育
園
14
名
）
で
す
。
し
か
し
、

人
数
の
少
な
さ
を
活
か
し
て
き
め
細
や

か
な
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
・
生

徒
の
学
力
は
高
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
へ
き
地
教
育
振
興
大
会
で
も
大

き
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
村
で
は
寛
永
18
（
１
６

４
１
）
年
に
現
在
の
井
光
地
区
で
寺
子

屋
が
開
設
さ
れ
た
と
村
史
に
記
載
が
あ

り
ま
す
。
明
治
の
初
め
に
は
、
村
の
偉

人
で
あ
る
土
倉
庄
三
郎
翁
が
比
較
的
早

い
段
階
で
私
立
中
学
で
あ
る
芳
水
館
を

建
て
、
青
少
年
教
育
に
力
を
注
が
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
「
教
育
村
」
と
し
て
誇
り

を
胸
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
実
践
し
て

い
る
「
義
務
教
育
プ
ラ
ン
」
を
軸
に
個

人
の
特
性
を
生
か
し
た
「
９
年
間
の
教

育
」
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
が
元
気
に
過
ご
せ
る
村
！
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
性
豊
か
な
教
育
を
！

高
齢
者
が
元
気
に
過
ご
せ
る
村
！
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
性
豊
か
な
教
育
を
！児童数の多い桜井東中や

県外の加太小学校とも交流

コミュニケーション力や
対人対応能力の向上

ＩＣＴ活用事業

最新の技術を活用し、インターネットで
他の学校との交流も実施

　
２
月
21
日
、
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
（
宮
の
平
）
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
第
６
回
「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
回
は
「
健
康
・
医
療
・
介
護
」
と
「
教
育
」
を

テ
ー
マ
に
、
知
事
と
２
町
（
吉
野
・
大
淀
）
４
村
（
川
上
・
上
北
山
・
下
北
山
・
東
吉
野
）
の
首
長
、
専
門
家
ら
が
、
活
発
的

に
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
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人
生
の
新
た
な
出
発
が
、
自
身
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
私
に
と
っ
て
の
川
上
村
は
７
度

目
の
出
発
に
な
り
ま
す
。
５
年
前
の

秋
、
当
神
社
よ
り
前
宮
司
の
退
任
を
受

け
主
人
が
招
聘

し
ゅ
う

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　
主
人
は
介
護
の
必
要
な
母
が
気
掛
か

り
で
、
わ
た
し
も
義
母
や
新
築
間
も
な

い
家
、
娘
家
族
の
事
等
々
迷
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
義
母
の
「
私
は
老

人
ホ
ー
ム
に
入
れ
て
く
れ
れ
ば
い
い
か

ら
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
頑
張

り
、
支
え
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に
背

中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
和
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
詠
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
奈
良
は
古
へ
の
ロ
マ

ン
漂
う
土
地
で
あ
り
、
川
上
村
に
於お

い

て
は
井
光
鹿
伝
説
を
始
め
、
歴
史
・
文

化
・
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
所
に
魅
力

を
感
じ
決
意
し
ま
し
た
。

　
越
し
て
程
無
く
、
一
人
社
頭
で
留
守

番
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
総

代
の
Ｋ
氏
が
川
上
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
持
ち
、
村
の
よ
う
す
や
施
設
・
神
社

の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
に
来
て

下
さ
り
、
最
後
に
神
社
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
頭
を
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
私
の
最
初
の
来
訪
者
で
あ
り
、
緊

張
と
大
変
恐
縮
し
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
時
、
他
の
村
の
方
々
も
き
っ

と
暖
か
く
親
切
で
あ
ろ
う
と
感
じ
、
実

際
そ
の
後
に
出
逢あ

う
皆
さ
ん
も
と
て
も

優
し
く
良
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
当
神
社
は
主
人
が
一
人
で
切
り
盛
り

し
、
私
で
間
に
合
う
こ
と
は
手
伝
っ
て

い
ま
す
。
村
外
か
ら
参
拝
さ
れ
る
方
も

多
く
、
お
話
し
を
伺
う
と
さ
ま
ざ
ま
な

人
生
ド
ラ
マ
に
出
逢
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
を
糧
に
前
向
き
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
、
こ
こ
ま
で
足
を
運
ん
で
来
ら
れ

る
姿
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
又
、
不

思
議
な
体
験
談
に
触
れ
る
時
も
あ
り
、

今
ま
で
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
私
に
は
考

え
ら
れ
な
い
世
界
と
も
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
、
良
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
７
月
17
日
に
は
、
一
昨
年
よ

り
始
ま
っ
た
「
丹
生
川
上
神
社
三
社
水

祭
り
」
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
平
成
30

年
に
は
、
御
遷
座
20
年
を
迎
え
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
所
や
わ
か
ら
な

い
事
等
が
あ
り
ま
す
が
、
空
気
も
水
も

美
味
し
く
、
自
然
と
人
に
恵
ま
れ
た
川

上
村
に
来
て
良
か
っ
た
と
心
よ
り
思
っ

て
い
ま
す
。

望
月

　
彰
美

会
議
な
ど
で
す
。

と
　
き

　
平
成
28
年
３
月
24
日
（
木
）

19
時
～

と
こ
ろ

　
役
場
会
議
室

テ
ー
マ

　
お
お
た
き
龍
神
湖
周
辺
の
利

活
用
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

定
住
促
進
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

村
づ
く
り
塾 

活
動
中
で
す
！

　
今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、
学

び
・
考
え
る
「
村
づ
く
り
塾
」
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
村
内
見
学
や
講
師
を
招

い
て
の
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

　
私
の
一
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
で
は
じ
ま

り
ま
す
。
ヒ
ロ
イ
ン
〝
あ
さ
〟
の
モ
デ

ル
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
広
岡
浅
子

女
史
で
あ
り
ま
す
。
女
性
が
社
会
の
表

舞
台
に
立
つ
こ
と
が
稀ま

れ

で
、
「
女
性
に

教
育
は
不
要
」
と
さ
れ
た
時
代
に
、

「
教
育
に
男
子
も
女
子
も
な
い
」
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
こ
え
て
、
日

本
初
の
女
子
大
学
の
設
立
に
奔
走
し
た

不
屈
の
精
神
は
、
ま
さ
に
「
び
っ
く
り

ぽ
ん
」
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
広
岡
浅
子
女
史
を
支

え
た
の
が
郷
土
の
偉
人
・
土
倉
庄
三
郎

翁
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
承
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
翁
は
、
自
ら
の
財
産
を
、
国
の
た

め
、
教
育
の
た
め
、
そ
し
て
林
業
の
経

営
や
普
及
の
た
め
に
三
分
の
一
ず
つ

使
っ
た
と
言
わ
れ
、
と
り
わ
け
教
育
に

は
大
変
な
情
熱
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
月
21
日
、
第
６
回
「
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
奈
良
県
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、「
教

育
」
を
テ
ー
マ
に
奈
良
県
が
教
育
指
針

報
告
を
行
い
、
続
い
て
近
隣
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
私
は
、
早
く
か
ら
〝
教
育
村
〟

と
さ
れ
て
き
た
誇
り
や
経
緯
と
と
も
に
、

仲
間
こ
そ
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
〝
教

育
村
〟
の
精
神
を
つ
ぎ
、
義
務
教
育
プ

ラ
ン
を
実
践
す
る
「
今
の
学
校
」
の
子

ど
も
た
ち
の
、
心
と
目
の
輝
き
が
堂
々

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
支
え
、

育
む
こ
と
を
あ
ら
た
に
決
意
し
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で

す
。
ど
う
か
前
向
き
に
物
事
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

10
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左側から伊原侑
ゆ

加
か

さん　陸
りく

くん（小学１年生）　誠
まさ

人
と

さん

　
村
で
は
空
家
バ
ン
ク
の
登
録
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
相
談
だ
け
で
も

結
構
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
定
住
促
進
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
『
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト
』
は
移
住
希
望

者
の
方
へ
空
き
家
を
紹
介
す
る
取
り
組

み
で
す
。

　
特
に
、
若
者
の
定
住 

・
移
住
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
『
川か

わ

上か

ｉみ

 ん

 ぐ

ｎ
ｇ
ツ
ア
ー
』

が
き
っ
か
け
と
な
り
11
月
に
東
川
へ
移

住
さ
れ
た
伊
原
さ
ん
家
族
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 住

ま
い
る
ネ
ッ
ト
移
住
者
紹
介

　
子
ど
も
の
環
境
面
を
考
え
、
川
上

村
が
良
い
と
家
族
で
話
し
合
っ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
最
初

の
印
象
も
よ
く
、
そ
の
後
、
学
校
を

見
学
し
、
息
子
が
元
気
に
登
校
し
て

い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　
登
校
初
日
、
「
学
校
、
楽
し
か
っ

た
」
と
帰
っ
て
来
る
な
り
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
川
上
村
で
住
み
た
い
と
強
く
感
じ

て
も
仕
事
や
住
ま
い
が
な
け
れ
ば
、

私
た
ち
も
移
住
は
先
の
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
仕
事
の
紹

介
や
住
宅
も
お
借
り
す
る
こ
と
が
で

き
、
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ツ
ア
ー
の
参
加
か
ら
移
住
に
当
た

り
、
多
く
の
方
に
い
ろ
い
ろ
相
談
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　現在お持ちの国民健康保険被保険者証（保険証）の有効期限は３月31日（木）までとなります。それ

に伴い、新しい保険証と切替を行います。

　つきましては、下記に記載する会場または役場窓口までお越しください。

　なお、国民健康保険税を完納されていない場合は、会場での切替ができないこともありますのでご注

意ください。※該当世帯にはハガキを郵送し、お知らせいたします。

◎平成28年３月23日（水）

９：00～10：00　　東川公民館

10：10～10：50　　西河公民館

11：00～11：30　　大滝生活改善センター

13：00～13：30　　高原多目的集会所

14：00～14：20　　武木公民館

14：40～15：00　　井光公民館

15：20～15：30　　下多古公民館

◎平成28年３月24日（木）

９：00～９：20　　白川渡公民館

９：30～９：40　　瀬戸生活改善センター

９：50～10：00　　枌尾公民館

10：20～10：30　　中奥公民館

10：50～11：10　　ふれあいセンター

11：20～11：40　　上多古多目的集会所

13：00～13：20　　柏木生活改善センター

13：40～13：50　　大迫公民館

14：10～14：20　　伯母谷公民館

14：40～14：50　　入之波公民館

※この両日は、役場窓口での切替はできませんので、あらかじめご了承ください。

　３月25日（金）からは、役場窓口で切替ができます。

【問い合わせ先】役場住民福祉課（国民健康保険係）℡ ５２－０１１１

国民健康保険証（緑色のカード）の切り替えについて

※後期高齢者証（紫のカード）は

７月に切り替えを行います。
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場　所 日　　　程 時　間

1 ５月13日～７月15日

　毎週金曜日（全10回）

午 前

2 午 後

3 ９月23日～12月２日

毎週金曜日（全10回）※10月28日を除く

午 前

4 午 後

5 １月20日～３月24日

　毎週金曜日（全10回）

午 前

6 午 後

お近くの公民館等で「らくらく元気塾」を実施しませんか？　

＜申込期限＞４月15日（金）まで　

○らくらく元気塾は、毎週１回、10回で１コースとなっています。

○内容は、運動・食事・お口の健康についてです。膝や腰の痛みがある方も、運動指導の専門家が対策

をお伝えしますので、ご参加ください。

○平成28年度は、下記の期間で、６地区を募集予定です。

○費用は無料です。

※申し込みが重なった場合、以前に実施したことのない地区を優先します。

※申し込みが多数の場合は、時期や場所等の希望に添えない場合がありますので、ご了承ください。

【問い合わせ先】役場住民福祉課（保健師）℡ ５２－０１１１

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因
を

見
て
み
る
と
…
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」「
関
節
疾
患
」

「
骨
折
・
転
倒
」
と
い
っ
た
身
体
を
動

か
す
運
動
器
と
関
わ
り
が
あ
る
３
～
５

位
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
３
割
を
占

め
ま
す
。

　
身
体
機
能
は
適
切
な
対
策
を
行
え
ば
、

維
持
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
足
腰
が
弱
っ
て
次
第
に
歩
け
な
く

な
る
」「
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
日
常

生
活
が
送
れ
な
く
な
る
」
等
に
つ
い
て

今
ま
で
は
、「
年
を
と
っ
て
仕
方
な
い

こ
と
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
施
策
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
川
上
村
で
は
、
ら
く
ら
く
元
気
塾
の

中
で
、
介
護
を
予
防
す
る
た
め
の
具
体

的
な
方
法
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
公
民
館
等
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
下
記
の
案
内
を
確
認
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

と
　
き
　
３
月
15
日
（
火
）

カ
ン
ブ
リ
ア
「
人
形
劇
」

３
月
29
日
（
火
）

ニ
コ
ニ
コ

マ
ザ
ー
ル
ー
ム

じ
か
ん
　
10
時
～
11
時
30
分

持
ち
物
　
お
茶
・
タ
オ
ル
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
１
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

　
こ
の
３
月
末
で
任
期
満
了
を
迎
え

る
５
名
の
隊
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

鳥
居
　
由
佳
（
後
列
右
か
ら
６
人
目
）

　
林
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
た
い
と

い
う
強
い
想
い
を
持
ち
、
平
成
25
年
６

月
よ
り
村
で
暮
ら
し
始
め
て
、
早
い
も

の
で
３
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
か

わ
か
も
ん
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
携
わ
る
中
で
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
川
上
村
を
拠
点

に
林
業
界
に
関
わ
り
、
こ
の
地
の
人
々

が
紡
い
で
き
た
吉
野
林
業
の
素
晴
ら
し

さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

指
導
と
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

村
上
　
航
（
後
列
右
か
ら
１
人
目
）

　
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、
「
地
域

に
は
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
筋
道

を
立
て
る
力
や
伝
え
る
力
が
必
要
だ
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
春
か

ら
大
阪
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
し
ま

す
。

　
川
上
村
に
来
て
い
な
け
れ
ば
、
つ
ま

ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も
…
そ

う
思
う
ほ
ど
に
、
こ
の
村
で
経
験
し
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
は
私
の
人
生
の
大

き
な
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
村
を
離
れ
ま
す
が
、
つ
な
が
り

を
持
ち
続
け
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

村
山
　
祐
理
（
後
列
右
か
ら
３
人
目
）

　
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。

川
上
村
で
の
生
活
は
、
自
分
の
力
で
暮

ら
す
意
識
と
知
恵
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、
周
り
の
人
と
互
い
に
助

け
合
う
心
も
教
わ
り
ま
し
た
。
一
人
暮

ら
し
で
あ
り
な
が
ら
独
り
ぼ
っ
ち
の
感

覚
が
な
か
っ
た
の
は
、
近
所
の
方
を
は

じ
め
、
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
る
村
の

方
々
が
い
た
か
ら
で
す
。
優
し
く
迎
え

入
れ
、
何
か
と
気
に
か
け
て
く
だ
さ

り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
専
門
性
を
身
に
付
け
た
い
、

と
い
う
新
た
な
目
標
に
向
け
、
卒
業
後

は
村
を
離
れ
ま
す
が
、
「
い
つ
で
も
遊

び
に
お
い
で
」
と
い
う
言
葉
を
頼
り
に

ま
た
会
い
に
来
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横
堀
　
美
穂
（
後
列
右
か
ら
５
人
目
）

　
村
に
来
て
３
回
目
の
春
を
迎
え
ま
し

た
。
吉
野
山
の
桜
も
素
敵
で
す
が
、
中

奥
川
対
岸
に
咲
く
山
桜
を
眺
め
る
の
が

毎
春
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
山
桜
も
楽
し
み
で
す
。

　
「
枌
尾
で
宿
を
や
り
た
い
！
」
と

思
っ
て
か
ら
今
ま
で
、
「
ま
だ
完
成
せ

ん
の
か
？
」
と
お
尻
を
叩た

た

か
れ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
「
宿
で
こ
ん
な
ん
し
た
ら

ど
う
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方

に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
、
多
く
の
村
の
人
に
来
て
も
ら

う
こ
と
で
、
「
宿
が
村
の
一
部
に
な
っ

て
い
け
た
ら
い
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま

す
。
気
軽
に
お
茶
で
も
飲
み
に
来
て
く

だ
さ
い
！

早
稲
田
　
緑
（
後
列
右
か
ら
４
人
目
）

　
３
年
間
の
活
動
の
中
で
、
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
の
方
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
で
き
な
い
理
由
を
述
べ
て
や
ら

な
い
よ
り
も
、
で
き
る
よ
う
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
に
出
会
え
た

こ
と
を
嬉う

れ

し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
〝
今
〟
を
大
事
に
し
て
、

ど
ん
な
〝
未
来
〟
を
作
り
ま
す
か
」
高

校
生
へ
の
環
境
学
習
に
て
、
あ
る
山
守

さ
ん
が
こ
う
問
わ
れ
ま
し
た
。
川
上
村

の
持
つ
資
源
は
こ
れ
だ
け
壮
大
な
問
い

か
け
が
で
き
る
尊
い
も
の
で
、
代
々
と

も
に
生
き
て
き
た
川
上
の
人
た
ち
は
素

晴
ら
し
い
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
資
源
を

生
か
し
て
未
来
を
作
る
こ
と
に
、
私
は

こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
れ
に
続
い
て
大
滝
に
は
土
倉
庄
三

郎
の
肝
い
り
に
よ
る
地
蔵
堂
を
改
築
し

た
小
学
校
が
開
校
。
彼
は
明
治
政
府
発

刊
の
教
科
書
を
寄
贈
し
使
用
さ
せ
る
と

と
も
に
、
同
10
年
に
は
児
童
全
員
に
そ

ろ
い
の
洋
服
（
龍
泉
寺
秘
蔵
）
を
制
服

と
し
て
寄
贈
し
着
用
さ
せ
て
い
ま
す
。

着
物
が
主
流
で
あ
っ
た
当
時
、
全
校
児

童
に
そ
ろ
い
の
洋
服
を
着
せ
た
の
は
極

め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
西
河
に
は
徳
蔵
寺
を
仮
校
舎
と
し
て

西
河
小
学
校
が
開
校
。
学
校
運
営
費
や

学
費
が
す
べ
て
住
民
負
担
で
あ
り
全
国

の
就
学
率
も
28
％
で
し
か
な
か
っ
た
当

時
、
西
河
小
学
校
の
就
学
率
は
61
％
で

驚
異
的
な
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

教
育
か
わ
か
み

第
38
回

教
育
長
通
信

☆
土
倉
庄
三
郎
翁
没
百
年
に
向
け
て

　
来
年
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
は

郷
土
の
偉
人
土
倉
庄
三
郎
翁
が
亡
く

な
っ
て
百
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
仏
教
で
は
一
年
前
の
今
年
が
百
回
忌

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
菩
提
寺
の
大
滝

龍
泉
寺
で
は
６
月
19
日
（
日
）
に
法
要

を
営
み
ま
す
。
村
で
も
同
日
午
後
、
や

ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
で
記
念
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
を
出
発
点
と
し
て
、
没
百
年

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
通
し
翁
の
偉

業
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
生
涯
を
川

上
村
の
発
展
に
尽
く
し
た
翁
の
思
い
や

願
い
を
再
認
識
す
る
期
間
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

10
㈭

身
長
体
重
測
定

14
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

公
立
高
一
般
選
抜
入
試

１
・
２
年
実
力
テ
ス
ト

15
㈫

児
童
見
守
隊
立
哨

予
餞
会･

卒
業
式
予
行

卒
業
式
予
行

遊
び
の
日

16
㈬

卒
業
式
準
備

第
34
回
卒
業
式

さ
よ
な
ら
給
食

17
㈭

公
立
高
一
般
選
抜
入
試

18
㈮

給
食
最
終
日

20
㈰

春

分

の

日

21
㈪

振

替

休

日

22
㈫

第
13
回
卒
業
式

23
㈬

給
食
最
終
日

24
㈭

三
学
期
終
業
式
併
せ
て
27
年
度
修
了
式

25
㈮

春

期

休

業

28
㈪

卓
球
合
宿
研
修
会

29
㈫

卓
球
合
宿
研
修
会

４
㈪

職

員

会

議  

教

職

員

結

核

検

査

５
㈫

職

員

会

議   

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

６
㈬

平
成
28
年
度
一
学
期
始
業
式

７
㈭

第
14
回
入
学
式

８
㈮

第
35
回
入
学
式

◇
3
月
・
4
月
の
学
校
の
動
き

☆
川
上
村
の
教
育
の
歴
史
（
寺
子
屋
）

　
川
上
村
は
へ
き
地
の
一
小
村
な
が
ら

昔
か
ら
教
育
に
か
け
る
情
熱
が
強
い
村

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
村
史
に
よ
れ
ば
、
江
戸
幕
府
が
開
か

れ
て
間
も
な
い
頃
、
１
６
４
１
（
寛
永

18
）
年
に
碇
村
（
現
在
の
井
光
）
で
す

で
に
伊
藤
加
關
ら
が
師
匠
と
し
て
読

書
・
算
術
を
教
え
る
寺
子
屋
を
開
設
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
幕
末
に

萩
（
山
口
県
）
に
開
か
れ
た
松
下
村
塾

（
１
８
４
２
〔
天
保
13
〕
年
開
設
。
塾

長
で
は
吉
田
松
陰
が
有
名
。
高
杉
晋
作

や
伊
藤
博
文
な
ど
明
治
維
新
の
立
役
者

を
多
く
輩
出
し
た
）
よ
り
も
２
０
０
年

も
早
い
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。  

　
次
い
で
、
村
内
の
寺
子
屋
は
井
戸

村
、
武
木
村
、
下
多
古
村
に
と
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
幕
末
に
な
る
と
東
川
・

人
知
・
大
滝
・
白
屋
・
高
原
・
北
和
田

村
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

☆
同
（
小
学
校
の
建
設
）   

　
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
学
制

（
わ
が
国
初
め
て
の
教
育
制
度
）
が
公

布
さ
れ
、
翌
年
施
行
さ
れ
る
と
、
早
く

も
明
治
７
年
４
月
に
は
、
東
川
と
寺
尾

に
進
学
舎
と
開
明
舎
（
両
舎
と
も
村
下

直
七
校
長
）
が
、
10
月
に
は
北
和
田
に

遷
喬
舎
（
西
村
周
一
郎
校
長
）
が
開
校

し
て
い
ま
す
。
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

匠　　の　　聚
■「匠の聚フォトコンテスト2015

入賞作品展」（巡回展）

　川上村を撮影地とした写真コンテストで、見事

に入賞された21点の力作を展示します。写真をと

おして川上村の魅力を感じ、発見していただけれ

ば幸いです。

と　き　平成28年３月16日（水）～

平成28年３月29日（火）

じかん　各日10：00～17：30（予定）

ところ　奈良県立万葉文化館（ホワイエ予定）

　　　　奈良県高市郡明日香村飛鳥10

　　　　℡ ０７４４－５４－１８５０

※期間中の毎月曜日は休館です。

と　き　平成28年４月５日（火）～

平成28年４月10日（日）

じかん　各日９：30～17：00（予定）

ところ　入江泰吉記念奈良市写真美術館

（一般展示室）

　　　　奈良県奈良市高畑町600-1

　　　　℡ ０７４２－２２－９８１１

※初日は12：00より、最終日は16：00まで

■奈良の伝統工芸「一刀彫」講座

　匠の聚で一刀彫の魅力を体感してみませんか。

一刀彫工房であるアトリエを解放して作品づくり

を楽しく、丁寧にサポートします。

テーマ　七福神「布袋様」を彫る

　　　　講師　木彫・松本一平

と　き　平成28年３月24日（木）、４月７日（木）

４月21日（木）、５月12日（木）、

５月26日（木）、６月９日（木）　計６回

じかん　各回午前 10 時～午後３時

申込み　３月21日（月・振休）まで

定　員　先着８名　

料　金　20,000円（税・材料費込）

作品サイズ　３寸

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

ふるさと市開催日

３月20日（日）・ 21日（月）・ 27日（日）　 

４月３日（日）・ 10日（日）・ 17日（日）・ 24日（日）・

29日（金）・30日（土） 

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

森と水の源流館

■水源地の森ツアー

　和歌山で海へとつながる全長136㎞の吉野川紀の

川。川上村に連なる山々がその源です。

　今、この瞬間も私たちにかけがえのない水を届

けてくれる源流の森とはどんなところでしょうか。

　森の入り口にそっとおじゃまし、その魅力にふ

れるガイドツアーです。

と　き　平成28年４月24日（日）9：30 ～ 16：30

ところ　吉野川源流―水源地の森

（森と水の源流館集合・解散）

定　員　20名　小学生以上

参加費　一般 4,000（3,200）円

小中高生 2,600（1,900）円

※ただしバス代は主催者が負担いたします。

※参加費の一部は“環境協力金”として森守募金

にあてられます。

※「吉野川紀の川源流―水源地の森」は、一般の

方の入山はお断りしています。

■源流学の森づくり（ボランティア）

　20年ほど前に伐採され、再生しつつある天然林を

立派な源流の森に戻すべく試行錯誤しています。

と　き　平成28年５月１日（日）９：00～17：00

ところ　源流学の森（森と水の源流館集合・解散）

定　員　10名　小学５年生以上

参加費　無料

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ

■山菜の天ぷらハイキング

　上多古川沿いを散策しながら、山菜探しハイキ

ングを行います。ハイキングのあとは山菜を天ぷ

らにしていただきます。

　匠の聚の芝桜の見学へもご案内します。

と　き　平成28年４月30日（土）　

定　員　50名（幼児以上）

コース　幼児から参加できる初心者向け

参加費　大人 2,000円　小人（幼児）500円

締　切　開催日の１ヶ月前

（※締切を過ぎても参加可能な回もございますの

でお問い合わせください）

《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》
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図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

４

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

３

月

奈良県の民俗芸能２
（P467～P479 東川の太鼓踊り）

川上村郷土資料の紹介

　11月23日の十二社神社の大例祭や

大滝ダム定礎式など村の行事でも披

露されていたとされる東川の太鼓踊

りの詳細について記載されていま

す。

　衣装や歌詞についても細かく記載

されていて、写真からはこどもたち

がにぎわって小太鼓をたたく当時の

様子がわかります。

奈良県教育委員会

　図書館とは、「無料で本が借りられる」「本が好きな人しか利

用しない」そんな所だと思っていませんか？

　村内の方はもちろん、村外から村に興味のある方が来られた

り、川上のことを熱心に調べる学生さんなどが来られます。

また、地域の情報拠点としても機能し、みんなの「知りたい！」

が集まる、村を知ってもらうための重要な施設です。

　これからも皆さんの「知識の本棚」としてどんどん図書館を

利用していただきたいと思います。

図書館は本を借りるところ？

ゆるかる読書会

　本でつながる、人とつながる。図

書館閉館後、夜の読書会。

　毎回テーマにそってなごやかに話

をしています。

３月のテーマは「京都」

　自分のオススメ本でもＯＫです！

お気軽にご参加ください。

と　き　３月17日（木）19時～

ところ　川上村立図書館

【問い合わせ先】　

川上村立図書館　℡５２―０１４４

「林業男子」いまの森、100年先の森
山﨑 真由子（著） 山と溪谷社

≪お仕事編≫

　普段、私たちがなにげなく食べているご飯たち。どのよう

に育てられ、作られているのか。大豆はどうやって作るの？

からはじまり、とうふ、ねぎ、みそ、だしと続きます。　

　この絵本の特徴は豊富なイラストと写真が合わさっている

こと。「おいしいごはんができるまで」が分かりやすく、そ

して楽しく学べる絵本シリーズとなっています。絵本の題名

に添えられた「そだてる」という言葉がとてもよく伝わるシ

リーズです。

「そだてるみそしる」
真木 文絵（著）　石倉ヒロユキ（イラスト、写真） 偕成社

≪暮らし編≫

　“東京で働く林業マン”に魅せられ、彼らを追いかけるう

ちに林業界にハマった著者によるドキュメンタリー。

　全国で活躍する林業＆木材にかかわるプロフェッショナル

＆その卵たち……木を「育て伐る」「加工し売る」「林業の各

業界を繋げ、広げる」「伝統の技を受け継ぐ」「女性パワー

で旋風を巻き起こす」「林業を描く」魅力あふれる人々ばか

り。知られざる“木の世界”が見えてくる。「林業なんて自

分に関係ないよ」なんてナンセンス。なにかに挑戦したい、

そんな気持ちを奮い立たせてくれる１冊です。
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森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

March, 2016　vol.160

残しておきたい川上村の山言葉　其の七十五

「するび」… 火をつけるマッチのこと。

問
い
合
わ
せ
や
、
訪
村
が
少
し
ず
つ
増

加
し
て
い
ま
す
。
来
村
さ
れ
た
方
と
お

話
し
し
な
が
ら
、
「
な
ぜ
川
上
村
な
の

か
」
と
い
う
お
話
を
す
る
機
会
も
増
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
人
が
大
切
に

守
っ
て
き
た
も
の
を
引
き
継
ぎ
、
取
り

組
ん
で
き
た
川
上
村
の
環
境
に
対
す
る

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
今
、
川
上
宣
言
の
『
私
た
ち
川
上
は
、

　
18
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
さ
ん
と
一
緒
に
、
「
吉
野
川

源
流
―
水
源
地
の
森
」
を
訪
ね
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
国
営
テ
レ
ビ
が
、
昨
年

（
２
０
１
５
年
）
3
月
に
取
材
し
、
制

作
し
た
川
上
村
の
「
吉
野
川
源
流
―
水

源
地
の
森
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
映
像
を
見
て
、
興
味
を
持
た
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
は
、
こ
う
い
っ
た
海
外
か
ら
の

　
こ
の
季
節
の
森
は
、
落
葉
樹
の
葉
が
す
べ
て
落
ち
て
い
て
い
ま
す
。
晴
れ
る
と

地
面
ま
で
光
が
差
し
こ
む
明
る
い
森
に
な
り
ま
す
。
暖
か
な
光
が
差
し
こ
む
明
る

い
森
は
、
夏
の
う
っ
そ
う
と
し
た
森
と
違
っ
て
、
開
放
感
が
あ
り
ま
す
。

２月の水源地の森

海外からの旅行エージェントの方も訪れました

視察の帰り、二乃股橋から見える
大台ケ原には雪が積もっていました

川
上
に
お
け
る
自
然
と
の
つ
き
あ
い
が
、 

地
球
環
境
に
対
す
る
人
類
の
働
き
か
け

の
、
す
ば
ら
し
い
見
本
に
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。』
の
具
現
化
に
向
け
て
確
実

に
進
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に

は
ま
た
訪
れ
た
い
し
、
知
っ
て
ほ
し

い
の
で
、
必
ず
フ
ラ
ン
ス
人
を
連
れ

て
帰
っ
て
来
ま
す
ね
。
」
と
言
い
残
し

て
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
さ
ん
は
帰
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
改
め
て
読

み
直
し
て
み
る
と
、
『
川
上
宣
言
』
を

基
に
し
た
村
づ
く
り
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
川
上
村
を

好
き
に
な
っ
て
訪
れ
て
下
さ
る
方
が
安

心
し
て
、
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準

備
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

２
月
の
水
源
地
の
森

※川上村の山言葉はこれにて終了します。次号からは、川上村の名所・旧跡を

紹介します。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その69　～水源地の村に相応しい河川環境づくりに向けて～

水質について学ぶ

　２月９日（火）、役場職員をはじめ、

森と水の源流館、ホテル杉の湯など公共

施設の職員を対象とした環境研修会を開

催し、講師として和歌山大学システム工

学部教授、 江種伸之氏を招いて「流域

一体となった水環境管理」について学習

しました。

川上村の河川水質状況

　川上村では、村内の河川の水質を数値で把握し、環境保全施策の評価や今後の方針とするこ

とを目的に、平成26年度より本川及び各支川22地点にて月１回水質検査を実施しています。 

　今回の研修では、これまでの検査結果を基に、川上村の河川の水質状況を専門家としての視

点で江種教授にお伺いしました。 

　各支川については、水量が低下する時期に数値が悪化するものの本川及び支川とも国が定め

る河川の一般的な環境基準内では良好と評価していただきました。これらの結果は、村民の皆

様方が日頃から合併処理浄化槽の整備や浄化槽の適正な維持管理の実施、また、水質浄化に効

果のある取り組みを実践していただいている成果だと思います。 

　江種教授からは、このことを下流域に対して、どんどんと情報発信をしていくべきとのお話

がありました。

　今後も水源地の村として、今の水質に満足することなく、源流に相応しい更なる水質保全を

目指したいと思いますので、ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】役場水源地課　℡ ０７４６－５２－０１１１

研修会のようす

役場・公共的施設による先導的プロジェクトとして、研修会を実施

１．各公共施設等の特質を活かした環境施策の実践

　川上村環境基本計画の重点プロジェクトのひとつとして、水源地の村として多様な観点か

ら環境に対する意識を共有し、行動につなげていくことを目的に、役場や公共施設職員によ

る環境保全についての研修会を平成23年度から継続して実施しています。（過去、12回実施）
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矢

野

典

子

選

特
　
選
　
年
の
豆
頬
ば
り
切
れ
ぬ
齢
か
な
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

［
評
］
ム
ダ
な
言
葉
が
な
い
。
し
か
し
、
頬
ば
り
き
れ
ぬ
年
令
が
さ
り

　
　
　
げ
な
く
、
や
さ
し
い
表
現
で
あ
る
。
高
令
と
か
年
寄
り
と
表
現

　
　
　
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
良
い
。

特
　
選
　
新
年
会
歌
と
舞
踊
に
賑
は
へ
り
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

［
評
］
新
年
会
で
の
余
興
の
有
様
が
云
い
と
め
ら
れ
て
い
る
。
笛
や
太

　
　
　
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
の
音
色
、
拍
手
喝
采
な
ど
、
状
景
と
共
に
聴
覚

　
　
　
を
も
感
じ
と
れ
て
、
読
者
に
も
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

特
　
選
　
迫
り
来
る
伯ほ

う

耆き

大だ
い

山せ
ん

雪
催
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

［
評
］
バ
ス
か
汽
車
で
の
旅
行
中
。
伯
耆
大
山
と
い
う
名
峰
が
い
よ
い

　
　
　
よ
迫
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
晴
天
で
は
な
く
雪ゆ

き

催
も
よ
い

と
少
し
際
や

　
　
　
か
で
は
な
い
が
、
作
者
が
訪
ね
た
時
期
が
明
ら
か
だ
。
体
言
止

　
　
　
に
よ
り
句
姿
が
良
い
。

佳
作

　
酒
の
粕
ほ
ど
よ
く
焼
け
て
香
り
立
つ

　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大

　
滝
）

一
月
の
降
水
確
率
定
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
阪
本

　
蓉
子
（
東

　
川
）

入
選

　
置
き
ゆ
き
し
娘
の
雛
子
妻
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
上
田

　
一
郎
（
伯
母
谷
）

屋
根
に
雪
残
り
て
を
れ
ど
梅
ふ
ふ
む

　
　
　
　
　
上
田

　
明
子
（
北
塩
谷
）

鹿
垣
を
い
ち
い
ち
潜
り
野
菜
採
る

　
　
　
　
　
　
辻
井

　
清
子
（
大

　
滝
）

殿
内
に
追つ

い

儺な

の
板
を
響
か
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
望
月

　
彰
美
（

　
迫

　
）

薺
手
に
明
日
は
七
日
と
友
来
た
る

　
　
　
　
　
　
古
瀨

　
和
子
（
大

　
滝
）

雪
滴
樋
よ
り
溢
れ
落
ち
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田

　
景
子
（
大

　
滝
）

山
住
み
の
疾
し
き
歳
月
お
朝
拝

　
　
　
　
　
　
　
住
川

　
準
典
（
武

　
木
）

崖
庭
は
白
梅
二
輪
ほ
ど
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
枡

　
　
恭
子
（
東

　
川
）

ついてますか？ 住宅用火災警報器!!
　一般住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されている

今日、皆様の自宅には火災警報器が設置されていますか？ 

　

１．就寝中の居住者が警報音で目覚めた奏功事例 

　２階で就寝中、１階和室の火災警報器の警報音で目を覚

ます。１階居間で煙が出ているのを発見。１１９番通報を

行い、家族とともに屋外に避難した。

２．高齢者が助かった奏功事例

　身体の不自由な女性が就寝中、住宅用火災警報器の警報

音に気付き、別の部屋で就寝していた娘に火事であること

を知らせ、娘の介助により避難した。

　自宅の防火対策は、住宅用火災警報器を適正な箇所に設

置し、維持管理することが重要なことなのです。もし火災

が発生しても、警報音により早期に発見できるよう、住宅

用火災警報器は定期的に維持・管理してください。

【問い合わせ先】奈良県広域消防組合　吉野消防署

℡ ０７４６－３２－１０１１

　昨年12月に、株式会社コロナが製造し

た開放式石油ストーブ（リコール対象製

品）とその周辺が焼損する火災が発生

し、１名が死亡しました。この開放式石

油ストーブは重大な製品事故を招く可能

性が高いことから、株式会社コロナが無

償点検・修理を行っていますので、開放

式石油ストーブをお持ちの方は、下記ま

でご連絡ください。また、石油ストーブ

等に給油する際には、必ず消火した上

で、給油タンクの蓋が確実に締まってい

ることを確認するなど、正しい給油方法

に従ってください。 

【問い合わせ先】

　株式会社コロナ　お客様相談窓口

　　　　℡ ０１２０－６２３－２３８

（写真は SX － D27WYA）
（当該製品の給油タンク）

＜対象製品の外観＞

奏功事例

開放式石油ストーブで火災発生!!
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２月29日現在

人口総数 1,537　人 （－２　人 ）

　 男　 　 733　人 （－１　人 ）

　 女　 　 804　人 （－１　人 ）

世 帯 数　 833世帯（－１世帯）

２月中の異動

転　入 ０人　　　転　出 ２人

出　生 １人　　　死　亡 １人
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